
産業廃棄物の一連の処理行程（令和6年6月1日～令和7年5月31日）

t

溶融： 0.00 t

令和7年7月25日データ更新

※諸般の事情に鑑み，弊社における二次委託先の個別名称は開示見合わせとさせて戴いております。発泡スチロール溶融量は僅少のため記載しておりません。

110.79 t ( 5.87% )

廃プラスチック類（発泡スチロールに限る） 0.00 t ( 0.00% )

受入量 1887.49
処理後保管量　126.94㎥

持出量 1887.49
処理前保管量　309.77㎥

)     G社（製品原料として利用） 0.00 t ( 0.00%

( 1.30% )

がれき類 285.40 t ( 15.12% ) 　　F社（路盤材として利用） 285.40 t ( 15.12% )

金属くず 24.50 t ( 1.30% ) 　　E社（鋼材原料として利用） 24.50 t

4.19 ｔ( 0.22% )) 　　A社（管理型処分場） 4.19 t ( 0.22%

　　C社（製品原料として売却） 0.00 t

)

( 0.00% )

) 　　D社（ウエスに処理売却） 0.00 t ( 0.00% )

受
け
入
れ

紙くず 2.40 t ( 0.13%

木くず 334.65 t ( 17.73%

ゴムくず 0.00 t ( 0.00%

繊維くず 1.80 t ( 0.10%

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

)

1887.49

圧縮固化： 1462.61 t

)

廃プラスチック類（発泡スチロールを含む） 1234.55 ｔ( 65.41% )     A社（安定型処分場)

    B社（RPFとして売却） 1462.61 77.49%t ( )

破砕： 
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